
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
       県境を越えた地域連携と情報発信 

 
本ルートの沿線は、自然、歴史と文化、豊富な食材などに恵まれ、

他に負けない豊かな資源を持っている。この地域の魅力を十分に発揮

するためには、各地区で個別に活動に取り組んでいる人々が県境など

の行政区域等にとらわれることなく連携を図り、お互いの魅力を享受

できるような互恵的な関係を構築して、「人、モノ、情報」が道路を通

じて循環する状況を創出することが必要である。従って、県境を越え

て連携した「東九州伊勢えび海道」観光キャンペーン活動を柱にして

さらなる地域連携と情報発信を推進する。 
また、将来的な地域連携の展開として、北は一般国道２１７号を中

心に大分県大分市佐賀関、南は一般国道１０号を中心に宮崎県日向市

までを対象と考え、これらの沿線地域の活動団体との意見交換や交流

を図る。 
 
〈活動事例〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【東九州伊勢えび海道 キャラバン隊】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動方針３

・東九州伊勢えび海道事業 


